
 ５-１  紙のサイズ 

 １    資料が紙媒体か電子化画像か 

テキストデータ化試行を希望される手書き資料がありましたら、 
わかる範囲で結構ですので、次の点についてお知らせ下さい。 
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手書きで作成された資料は、分析・集計に利用しようと思うと、 
タイピング（入力）が必要なため、死蔵されてしまうことがあります。 
学術情報メディアセンターでは、深層学習による文字認識技術を 
活用し、手書き資料のテキストデータ化の事業を試行的に実施します。 
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裏面もご確認下さい 

 ６-２  画素数、１ページあたりのデータ容量 

◇資料が紙媒体であれば 

 ６-１  画像ファイル形式（JPEG/TIFF/PNGなど） 
◇資料が電子化画像であれば 

 ５-２  紙の状態（紙の種類、劣化状態） 

 ４    記入欄内に複数行の記入があるか 

 ２    １ページあたりの記入欄の数 

 ３    資料の全数 



本事業のテキストデータ化に適した手書き資料 

・フォーマットが定まっており、決まった位置に文字がある 

・横書き資料 
・日本語、ローマ字 

テキストデータ化が難しい資料 

・文字の位置が資料ごとに異なる 

・縦書き資料 
・日本語、ローマ字以外の文字 

本事業が行う手書き文字認識によるテキストデータ化では、 
次のような資料を対象といたします。 

不明点などございましたら、 
表面のお問い合わせ・ご相談先までご連絡下さい。 

本事業は、株式会社 Cogent Labsの画像認識技術「Tegaki」により実施しております。 
コージェントラボの開発したエンジンを使用して下記の文章を認識した場合の認識率は99.22%と 
なります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手書き資     料    の    テ    キ    ス    ト  デ    ー    タ    化   
  対    象   資    料    に    つ    い    て    の    お    知    ら    せ 
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なお、本取組みは、平成30年度総長裁量経費の支援を受けて実施いたしております。 
本学ご所属の方にご利用いただけます。 
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